
平成２８年度　             小城市立砥川小学校　学校評価結果

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

○学校経営方
針

本年度の学校目標・重点目
標と教育活動の連動

・諸会議等で説明し、共通理
解・共通実践を図る。
・教育目標を校長室、職員室、
廊下に掲示する。
・各担任は、教育目標にもとづ
いた学級経営案を作成し、実
践する。
・学校便りに掲載し、周知を図
る。

・学校目標の掲示物や学校便り
により職員の意識向上に役立っ
た。　　                   　・教職員ア
ンケートによると、「学校目標の
具現化を目指す教育活動を展開
している」について「あてはまる・
ややあてはまる」と全員が答え
た。
ただ、[あてはまる]との回答は、
昨年度と同じく４０％台に留まっ
た。

・学校教育目標は、教職員、児童、保
護者に浸透するように、あらゆる機会を
捉えて周知することに努める。また、学
校内の玄関や廊下、校長室、職員室等
に掲示し常に意識できる環境をつくる。
・各学級担任は、学級経営案の中に織
り込むことで、学校教育目標を意識し
た教育活動を進めるようにする。

○学校評価
学校評価システム、学校関係
者評価の導入による職員の
学校運営参画意識の高揚

・学校評価に関する研修
を実施する。
・学校関係者評価委員会
を実施する。

・教職員アンケートによると、「自
分たちの取り組みで学校が改善
された」について「あてはまる・や
やあてはまる」と全員が答えた。
　また、「私は校務分掌を通して
本校の学校運営にかかわること
ができている」については、「あて
はまる」と答えた職員が昨年度の
10名から12名に伸びている。

・学校運営への参画意識は、昨年度も
高まりがあったが、今年度は「あてはま
る」の回答がほぼ全員になった。こうし
た意識をさらに高めるために全職員に
共有できる提案型の組織にする。
・３年前から、分掌を個人でなく三部会
制にした。そのことで各部で検討し、組
織的に提案や運営ができるようになっ
てきた。次年度も一層円滑に分掌事務
が進むよう環境を整えていく。

○開かれた
       学校づくり

地域との情報交換と地域素
材・人材の活用

・授業の中で地域の素材･人材
を活用する。
・地域での会合や催しに積極的
に参加する。
・PTA・地域の方々にボランティ
アの募集をする。区長さんを
回ったり、会合で呼びかける。

・本年度「砥川地域連携室」が体
育館２階に設営され、砥川小サ
ポーターの登録者（地域・保護者
の方）も昨年度までの２倍ほどに
なった。一方では、教職員のサ
ポーターを積極的に活用する姿
勢も高くなった。
・きらり発表会の参観など普段の
行事について学校を訪ねて下さ
る地域・保護者の人数も年々増
加している。

・砥川小サポーターの活動は、徐々
に、確実に浸透してきている。特別な手
数や時間を取らずとも自然な形で学校
運営の方々でサポーターの活動が見
えている。この様子をさらに地域・保護
者の方々にお知らせして、人材の登録
を進めたい。
・授業への活用では、積極的な職員も
増えてきたので、職員へも気軽に手を
挙げてほしいことをPRし、さらに効果的
な活用について具体的に検討する。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

学習の基盤づくり

・ＵＤの視点にたった学習・生
活環境の改善に取り組む。
・朝の学習タイムで計算（花丸
タイム・）に取り組む。
・学習の約束5ヶ条の徹底を図
る。
・学習の開始時に立腰の姿勢
をとり、集中力を高める。
・家庭学習習慣形成のために
「家庭学習の手引き」を作成、
配布。
・学年に応じた家庭学習の課
題の出し方を工夫をする。
・音読活動に進んで取り組ませ
るために、（やまびこタイム）の
時間を工夫する。

・個に応じた支援を全職員で取り
組むことができた。
・週２回の花丸タイムやすくすくテ
ストに取り組み、算数の成績の向
上の助けとなった。94％の児童
が「自分のためになった。」と答え
ている。
・隔週1回のやまびこタイムを設
置し音読に取り組んだ。
・全学年で授業の始めと終わりに
立腰に取り組み、休み時間との
切り替えができた。4年以上はめ
あてや振り返りの言葉を入れ、学
習の目的意識を育てることにつ
ながっている。
・保護者の出席率が一番高い
PTA総会の折に家庭学習の手引
きを配布し説明した。また、毎月
１週間家庭学習振り返り週間を
設け周知を図った。
・全学年共通理解して音読・漢
字・計算の３本柱を中心に出し、
学年に応じて課題を出した。高学
年は個人差が大きく、自主学習を
徹底できていない。習慣化させる
ことが課題である。

・今後も可能な限り、個別支援に取り組
む。
・花丸タイムやすくすくテスト、すくすくタ
イムは来年度も取り組む。
・やまびこタイムの内容や方法は各担
任により様々だったので、段階的な指
導ができるよう整理・検討していきた
い。
・「家庭学習の振り返りチェックカード」
の取組についてPTA総会の折に詳しく
保護者に説明し、実践力を高める必要
がある。
・宿題の出し方については共通理解す
ることができた。学力向上につなげて
いくために、提出された宿題をどのよう
に児童に還していくか教師間での共通
理解を図ることが難しかった。

教師の授業力向上

・校内研修を深め、児童が主体
的に取り組み・考える授業を
日々実践する。
・全員研究授業に取り組み、言
語力の向上につながる学習過
程の研究をすすめる。
・講師招聘による研究会を行
う。

・教育センター講座などに全員参
加し、研修に積極的だった。
・国語の全員授業を行い「校内研
は授業力向上につながった」と９
３％の教師が解答した。
・「授業がよくわかる」と答えた児
童が約90%で、昨年度より若干で
はあるが増加した。

・教育センター講座、先進校研究発表
会などに参加を勧める。
・出張などで研修した内容の出張報告
会の時間を取り、研修内容の共有化を
図る。
・来年度も校内研究授業を全員で行
い、教師の授業力向上を図る。
・講師招聘による研究会を行う。

読書活動の推進

・図書館まつりを実施する。
・貸し出し状況を担任が把握す
る。
・読み聞かせ会を定期的に実
施する。
・図書だよりを毎月発行し、読
書推進を呼びかける。
・親子読書を呼びかける。

・月ごとの貸し出し状況を確認し
ながら、「読書タイム」や「学年ご
との読書３０選」に取り組んでい
る。
・「親子読書」や「図書だより」、
「読み聞かせ」に取り組むことで、
保護者や地域との本のつながり
をもつことができ、読書に対して
の環境が整ってきた。
・いつでも読める本の確保や学
年に応じた読書に取り組めるよう
にしていきたい。

・今後も「読書タイム」や「読書３０選」に
取り組む。
・「図書だより」や通信、図書館まつりな
どの行事等を通じて、読書推進を呼び
かける。
・机の横に常時本を下げておき、いつ
でも読める本の確保を心がけさせる。

３　目標・評価

・地域との連携を図る。参観
日の参加。
・砥川小サポーターの活用。

・年間1１0冊以上読破する児
童を７０％以上になるように
取り組み、学校全体の平均
冊数を１００冊以上にする。
・朝読書に毎日取り組む。
・家庭での読書習慣化。

A

①家庭・地域との連携、及び全職員参画による学校運営の実
現を図る。
②ＩＣＴ利活用を主として学習指導の充実と学力の向上を図
る。
③児童の心身の健全な成長を育む指導を推進する。

学
校
運
営

●学力向上

A

A

②ＩＣＴ利活用を主として学習指導の充実と学力の向上

具体的目標

教
育
活
動

達成度

A

①家庭・地域との連携、及び全職員参画による学校運営の実現

具体的目標

・学校教育目標の実現を意
識して教育活動に当たったと
答える教職員100％をめざす

・学校運営に参画している意
識を持ったと答える職員を９
０％以上にする。
・自分たちの取り組みで学校
が改善されたと答える職員を
８０％以上にする。

      夢と誇りをもち、自ら学び、
              共によりよく生きる砥川っ子の育成

・教育センター等の研修に全
員参加する。
・校内研究が授業力の向上
につながったと答える職員を
８０％以上にする。
・「授業がよく分かる」と答え
る児童を８５％にする。

達成度

B

B

・漢字、音読、作文スキル、
計算技能を高め、基礎基本
の定着を図る。
・学習用具や宿題の忘れ物
をしない児童を８５％以上に
する。
・家庭学習の習慣化。家庭
学習時間　低：２０～３０
中：４０～５０　高：６０～７０
分ができる割合を８０％以上
にする。
・毎日机に向かう児童を９

５％以上にする。

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む 

達成度 Ａ：ほぼ達成できた    

Ｂ：概ね達成できた     

Ｃ：やや不十分である  

Ｄ：不十分である    



●ＩＣＴ利活用教
育の推進

教師のＩＣＴ利活用能力
の向上

・教育情報化推進リーダーや教
務、教頭による利活用推進
チームをつくり、担任の意見を
取り入れて、教室環境を整備す
る。
・ＩＣＴ利活用に関する諸研修へ
の参加を促す。
・ICT利活用に関する行内研修
を行い情報交換の場を設け
て、ICTの利活用機器の向上を
図る。

・教職員アンケート結果からほと
んどの職員が効果的に利活用し
ていると思われる。
・電子黒板が常時使える状態に
整備されており、日々の授業はも
ちろん、集会や学校行事等でも
積極的に使われている。
・タブレットPCが教室での授業だ
けではなく、体育の授業や委員
会活動、休み時間の自主学習に
も積極的に利活用されている。
・定期的なICT支援員の来校が、
効果的な利活用につながった。

・電子黒板、タブレットPCの活用の仕
方は、学級の実態によって異なるので
先進校の取り組みを参考にし、さらに
効果的な利活用の仕方を考えていく。
・研修で学んだ先進校の取り組みを紹
介し、研修に参加できなかった職員に
も還元する。
・職員の声から挙がったICTミニ研修会
を開くなどして、情報交換の場を増や
す。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策・向上策

「早寝、早起き、朝ごは
ん」の定着

・月1回生活アンケートを実施す
る。
・学校だより、給食だより、保健
だよりにより呼びかける。
・全校集会や学級活動で指導
する。
・食育に関する校内掲示をす
る。

・夜１０時までに寝る児童は、
86.5%。（昨年度84.6%より増加）
・毎日朝ご飯を食べている児童
は、86.5%（昨年度96.4%より減少）
しかし、朝食の内容については問
題で栄養のバランスなどに偏りが
あり課題である。
・「早寝早起き朝ごはん」の定着
は、継続的な指導が必須である。

・生活アンケートを利用し、睡眠時間確
保を継続的に繰り返し指導する
・朝食内容は、授業や給食での指導を
増やし、内容充実を図る。簡単朝食レ
シピ・栄養バランスを紹介し、家庭の協
力を得て児童の実践力を高める。
・委員会活動、全校集会、掲示等を通
し、具体的・継続的に指導する。
・フリー参観、試食会で、家庭や地域に
も啓発し理解・協力を依頼する。

歯と口の健康指導の推
進

・保健だよりや校内掲示の充実
により意識を高める。
・学級活動での指導を実践し、
行動につなげる。
・給食指導の中に歯磨きの時
間を位置づける。

・歯や口の健康についての指導
を毎年３時間ずつ確保して、実施
している。
・アンケートの結果、給食後の歯
磨きは100%であったが、そのうち
「ややあてはまる」が22.4%と多く、
夜の歯磨きは91.5%（昨年度より
やや増加）であった。

・知識としては、定着しつつあるので、
今後は、行動化・習慣化できるように引
き続き指導を工夫していく。また、「おう
ちで歯のチェック」等で、児童の口の中
の健康について保護者に関心を持って
もらう機会を作っているが、歯と口の中
の健康は全身の健康にも繋がっている
ことも併せて知らせていく。
・歯磨きの習慣化のために給食後の歯
磨きは、指導を徹底していきたい。
・歯磨きセットを週末に持ち帰って家庭
で点検・洗浄してもらっているが、その
徹底も家庭に協力をお願いしていきた
い。

たくましい体づくりの推進

・運動やあそびに使える用具を
整備・設置する。
・遊びの中でできるようなことを
授業で紹介したり実施したりす
る。
・手洗い、うがいの習慣化を図
る。
・月１回のたてわり活動を充実
させる。

・休み時間に外に出て遊ぶ児童
の割合８５％を達成することがで
きた。
・１２月は、「なわとび」（長短両
方）をする児童が多かった。
・１月は、マラソン大会に向けて
練習する時間もあり、９０％前後
児童が運動場に出て走ったり遊
んだりした。
・手洗い、うがいは、自主的にす
る児童で個人差が大きく、教師の
声かけがさらに必要。

・固定した児童だけが外に出ているの
で、たてわり班活動での遊びを生かし
て、いろいろな遊びを体験させたり、体
育的行事に向けての練習をしたりする
場を設けていく。
・運動委員会から企画したスポーツイ
ベントには、ほとんどの児童が参加で
きたので、今後も継続してイベントを提
案していく。

●いじめの問題
       への対応

いじめのない、豊かな心
を育む取り組み

・毎月のいじめを考える日を中
心にいじめ防止について意識
高揚を図る。
・毎月1回「心のアンケート」で、
いじめ・人権に関する調査を実
施する。
・砥川小を「いじめ０」にするた
めの７つの約束を実践する。
・毎月１回人権教室を実施す
る。
・あいさつ運動、ボランティア活
動への参加をすすめる。

・毎月の人権教室や児童会の取
り組み，６年生の平和学習等，豊
かな心を育む取り組みが実施さ
れた。また，砥川小サポーター、
地域のゲストティーチャーを活用
した取り組み，各学年での様々な
体験活動が実践され，児童の充
実感は高まってきている。その反
面，１割の児童が困ったときに相
談できる人がいないと回答してい
る。また、「友達に思いやりの心
で接している」と感じている児童
は半数にとどまっているため，コ
ミュニケーション能力の向上を
図っていくことが大切である。

・今後も，体験活動を充実させ，様々な
人との関わりの中で豊かな心を育んで
いく取り組みが大切である。それと同時
に，定期的なアンケートや面談等で児
童の実態把握に努め，いじめを出さな
いとともに、児童一人一人の心の安定
を図っていくことが必要である。

道徳の時間の充実

・ふれあい道徳の授業参観に
保護者等の参加が多くなるよう
に周知を図る。
・「私たちの道徳」を活用して、
学級の実態に応じた授業を実
践する。

・計画的に実施していると答えた
教職員は増え、友達に対して、思
いやりの気持ちをもって接するこ
とができる児童も１０％増えてい
る。
・「ふれあい道徳」の公開授業を、
６月のフリー参観デーでどの学年
も実施することによって、保護者
の参観も昨年より増えた。

・「私たちの道徳」を効果的に活用する
ために、全体計画の見直し、内容項目
の一覧を作成し、他教科と関連させな
がら実施していく。
・いじめ問題への対応として、「善悪の
判断」「信頼・友情」「規範意識」「公正・
公平」「自他の生命の尊重」を重点項
目に授業を実施し研修にも努める。

生徒指導の徹底

・全校集会や学級指導であいさ
つについて指導する。
・毎月１回生徒指導協議会を開
き、情報交換、指導方針の検
討を行う。
・毎学期の生活重点目標を児
童・職員で振り返り改善策を立
てる。

・本年度も、あいさつ・掃除・言葉
遣いを生徒指導の３本柱とし、毎
月のめあてとして設定した。毎月
の全校集会では、生活の話の中
で指導を重ねてきた。さらに、生
徒指導協議会で各クラスの取り
組み状況や課題を確認すること
で、教員、児童共に意識を高めて
いった。代表委員会では、言葉遣
いを議題として取り上げること
で、全校生徒が自分たちで良くし
ようとする気持ちが高まっていっ
たので、言葉遣いについても以
前より改善が見られた。

・「あいさつ・掃除・言葉づかい」は年々
良くなってきているが、まだできていな
い児童も見られる。来年度も重点課題
として継続的に取り組んでいきたい。ま
た、具体的な方策を常に考えながら、
全職員で指導を徹底していきたい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的方策

成果と課題
(左記の理由）

具体的な改善策

・ 休み時間に元気に遊ぶ児
童を８５％以上をめざす。

③児童の心身の健全な成長を育む指導を推進

・年１回以上のふれあい道徳
の公開授業を実践する。
・いじめ防止につながる道徳
教育を実践する。

達成度

A

・自分からあいさつをしてい
るという児童を９０％以上に
する。
・正しい掃除の仕方ができる
と答える児童を９０％以上に
する。
・友達を「さん」付けで呼び合
う児童を９０％以上にする。

教
育
活
動

●健康・体づく
り

A

B

●心の教育

B

・１０時までに寝る児童を９
０％以上にする。
・毎日朝ご飯を食べていると
いう児童を９５％以上にし、
朝ご飯の内容については、
（栄養・食事環境）等バラン
スのとれた食育指導を図る。

・ＩＣＴ機器を利活用しやすい
ように校内環境や教室環境
を整備し、利用しやすい状況
にする。
・ＩＣＴを効果的に利活用した
と答える職員を８５％以上に
する。

具体的目標

A

教
育
活
動

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目

・給食後に正しい歯磨きをし
ている児童を１００％にする。
・夜の歯磨きをしている児童
を９５％以上にする。

B

・児童の心の実態をつかむ
調査や観察に努める。
・人権教育の推進を図る。
・さまざまな人と関わる体験
活動に取り組む。
・いじめ問題が発生した場
合、早期に適切な対応を図
る。

具体的目標

達成度

B



特
定
課
題

●小学校低学
年
    の学習環境
    の改善充実

小学校低学年の指導に
関する計画書の内容を
達成する

・話型、聴型を活用し、低学年
から話を聞く態度を身につけさ
せる。
・低学年で共通した目標を設定
し、基本的生活習慣の定着を
図る。

・本校では、教師側が聴型・話型
を提示し、活用することで意識付
けはできている。ただ、その定着
には個人差があり、今後も指導
の継続が必要である。
・生活目標の人権に関する項目
で、「さんをつけてよぼう」や「言
葉づかい」について毎月ふり返っ
たり、人権集会等で友だち作りに
ついて学習を行ったりしてきたこ
とで、呼び捨てをしない児童が増
えてきた。今後も、言葉遣いにつ
いては、継続的な指導が必要で
ある。

・聴くときの構えを具体的に提示し、ス
キルトレーニング等に取り組むことで、
定着を目指す。
・基本的生活習慣については、学級通
信等で、学級の実態を伝えることで、啓
発を行い、学校と家庭との連携を図っ
ていく。
・道徳等の時間を活用しながら、ソー
シャルスキルトレーニングを行い、継続
することで意識を高め、実践力の向上
を図る。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

４　　本年度のまとめ　・　次年度の取組

・低学年の基本的な学習習
慣と基本的な生活習慣の定
着をめざす。

B

・学力向上については、本年度から国語をテーマとして校内研究に取り組み、音読や交流活動を通じて、表現力や伝えることに意識をもち、読解力を高める指導に努めてきた。その結
果、学習状況調査での成果はまだ見られないが、児童は進んで音読をするようになってきた。今後も朝の時間の花丸タイムやすくすくテストとその補充などの取り組みを継続しながら、
学び方や交流活動など、国語科から他教科への波及を図っていきたい。
・家庭学習については、今年度も４月のPTA総会でほぼ全員が出席されている保護者に家庭学習の手引きを配布して説明し、協力を依頼した。また、家庭学習振り返り週間を毎月設
定し、家庭学習習慣の確立をめざして家庭の協力を得ながら進めているが、まだまだ十分とはいえず、本年度は、ＰＴＡ広報紙からも地域・保護者に課題提案をしてもらった。来年度も
続けて呼びかけていく。
・ICT利活用については、電子黒板の積極的な利活用は普通のこととなり学習に欠かせないものなっている。タブレットPCについてはこれからさらに校内研修などを行い効果的な利活
用を図っていく。
・健康・体つくりの項目では、早寝早起き朝ご飯の取り組みに力を入れ、本年度は全校で「食育標語募集」に応募するなど児童の意識も高まり一定の効果も上がっている。しかし少しで
はあるが就寝時刻や朝食の摂り方、内容についての課題が現象した。今後も情報発信と家庭の声の受信をはかりながら更に家庭と連携協力して取り組む。
・今年度も毎月人権教室を実施し、縦割り活動、児童会活動、地域ゲストティーチャー・サポーター活用、さらに各学年での体験活動実践を行うことで児童の豊かな心を育む取り組みを
進めている。また職員研修として、講師招聘による研修や毎月開催する生徒指導協議会、教育相談研修会において共通理解し、全職員で全児童に声掛けや指導を図っている。児童
の「あいさつ」や「言葉遣い」「さんで呼ぶ」については目に見えての成果があがっているように思う。来年度も安心・安全な学校を目指して取組を継続させていきたい。


